
（２）アグリマネジメント学科　１）科目内容<１年生><１年生><１年生><１年生>１．科目名 アグリマネジメント学科職員３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 22 23 24 25 26 27 28 2１．科目名 大口　善博　(県職員OB)３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 22 23 24 25 26 27 28 2

パイプハウスの設置パイプハウスの設置復習･テスト

授業演題/実習内容自己紹介とスピーチ単位計算・農薬の希釈肥料・施肥について栽培計画と栽培記録生産コストについて

運搬車の点検と道路の安全走行練習トラクタの仕業点検箇所と点検方法（テスト含む）トラクタのロータリー耕うんの仕方（ロータリー耕うんは農作業で重要なため習熟する）トラクタのロータリー耕うんの仕方（ロータリー耕うんは農作業で重要なため習熟する）トラクタのロータリー耕うんの仕方（運転の手順と作業の精度についてテスト）トラクタのロータリー耕うんの仕方（ロータリー耕うんは農作業で重要なため習熟する）

農作業事故の現状と農作業安全について小型農業機械の安全な取扱い（刈り払い機・運搬車・歩行型トラクターの構造と取扱い等）を習得乗用トラクターの仕業点検とロータリー耕うんの運転操作及び正確な作業の習得農業機械を安全かつ効率的に使用できる。学習方法：講義及び実技形式評価方法：出席及び試験教員配付資料
Ａ－２　農業機械実習

刈払機の基本操作と安全な刈払作業の習得授業演題

２．担当教員A－1　基礎演習

農作業事故の現場と農作業安全について刈り払い機の点検とエンジンの始動及び基本操作・歩行型トラクタの仕業点検について

農作業に必要な技能の基本や、肥料・農薬等の計算方法等を学ぶ。自らほ場の栽培計画を行い、施肥設計及び農薬の希釈ができる。パイプハウス設置の基本を理解する。学習方法：演習形式（自己紹介、計算、実習等）評価方法：出席及び試験教員配付資料

「トラクターの機能と基本操作」（全国農業機械化研修連絡協議会）※共同購入
２．担当教員



１．科目名３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画

１．科目名 アグリマネジメント学科職員３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 12 13 14 15 16 17 18 1 野菜の生産技術（果菜類）野菜の生産技術（葉根菜類）テスト

リーディング品目のイチゴを含む主要野菜品目について、園芸野菜の起源や品種分化、成長と発育、作型や栽培管理等の栽培技術、県内の生産状況等と生産知識を学ぶ。野菜栽培に関する基礎知識の習得。学習方法：講義形式評価方法：出席及び試験教員配付資料
野菜の成長・発育野菜の品種と作型
野菜の生産・出荷に用いられる設備や施設野菜の生産技術（播種～育苗）

農業経営に必要な生産から販売までの知識、技術の習得。体験や栽培技術の習得を通じ就農時の課題を明確にする。学習方法：実習形式（ほ場、施設等）、現地視察評価方法：出席、理解習熟度、取り組み姿勢、実技試験、意見発表　等

授業演題県内野菜生産の現状、野菜の起源と分類

Ｂ－１　リーディング野菜生産 ２．担当教員
水稲実習(6､7､10、11月)茶実習（収穫作業、茶工場見学等）畜産技術センター視察研修農業機械実習　　　（９月　ガソリンエンジンの分解組立て / トラクタの単体運転と作業機の着脱）　　　（２月　農業機械の簡易な修理 / 工具の使い方・計測　動力噴霧器の構造と取り扱い・運搬車の点検）意見発表（卒業後のビジョンについて）

実習内容・栽培品目園芸作物（野菜・花き・果樹）実習　　栽培管理（育苗、施肥技術、作型に応じた品種　　　　　選定、接ぎ木、整枝・せん定、かん水管理）　　薬剤散布、　畝たて・マルチ張り　　農機具の使い方、　施設の取り扱い　　収穫･調製･出荷　　農産物の販売(川下ニーズ販売実習)
 <野菜>ｲﾁｺﾞ、ﾄﾏﾄ、ｷｭｳﾘ、ﾎｳﾚﾝｿｳ、ﾅｽ、ｶﾎﾞﾁｬ、         ｽｲｶ､ｽﾞｯｷｰﾆ、ﾊｸｻｲ、ｷｬﾍﾞﾂ、ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ他 <花き>切り花(小ｷﾞｸ､ﾊﾞﾗ他)、鉢花(ｼｸﾗﾒﾝ)、花壇苗 <果樹>ｶｷ､ﾌﾞﾄﾞｳ､ﾓﾓ、ﾅｼ、ｲﾁｼﾞｸ、ｳﾒ他※果樹の実習の一部は果樹・薬草研究ｾﾝﾀｰにて実施

２．担当教員 アグリマネジメント学科職員､農業研究開発センター職員（本所、果樹、茶）､畜産技術センター職員、大口　善博(県職員OB)Ａ－３　専門実習野菜、花き、果樹の生理生態、栽培技術の基礎的知識を学ぶ。生産物の収穫から調製、出荷方法及び販売について学ぶ。水稲、茶、畜産について、生産の概要を学ぶ。農業機械の構造について学ぶ。



１．科目名 アグリマネジメント学科職員３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 12 13 14 15 16 17 18 1１．科目名 アグリマネジメント学科職員３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 12 13 14 15 16 17 18 1

２．担当教員Ｂ－２　リーディング花き生産

授業演題

リーディング品目であるキクをはじめとする県内花き生産の現状、花きの種類と分類、花きの繁殖法・育苗技術、生育と開花調節、花の鮮度保持、消費の動向を学ぶ。花き栽培に関する基礎知識の習得。学習方法：講義形式評価方法：出席及び試験

Ｂ－３　リーディング果樹生産 ２．担当教員
花きの成長・開花花きの成長と環境県内花き生産の現状、花きの種類と分類
テスト

県内ウメ・モモ生産の現状、歴史、栽培技術県内ブドウ生産の現状、歴史、栽培技術

教員配付資料

学習方法：講義形式評価方法：出席及び試験教員配付資料

花きの生産施設・設備花きの育苗と繁殖、育種花きの品質と品質保持成長・開花の調整技術
リーディング品目のカキを含む主要果樹品目について、県内果樹の歴史や品種、生理生態、栽培管理等の栽培技術、加工、流通を学ぶ。果樹栽培に関する基礎知識の習得。

県内ブルーベリー・イチジク生産の現状、歴史、栽培技術県内温州ミカン生産の現状、歴史、栽培技術県内のオウトウ生産の現状、歴史、栽培技術テスト

授業演題果樹概論　果樹の生理生態、栽培技術、及び加工県内カキ生産の現状、歴史、栽培技術、生理生態、加工、流通



１．科目名 アグリマネジメント学科職員３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 12 13 14 1１．科目名 大和茶研究センター職員３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 12 13 14 1

２．担当教員B－４　水田作物生産

大和茶の生産、テスト
授業演題

B－５　大和茶生産 ２．担当教員

水稲、小麦、大豆等の県内における状況や栽培技術の基礎を学ぶ。自らの農地や地域の水田等の保全管理等の目的で、作物栽培に取り組む際に活用できる。学習方法：講義形式評価方法：出席及び試験教員配付資料

茶栽培技術、歴史及び生産の現状等に関する基礎知識の習得。学習方法：講義形式評価方法：出席及び試験教員配付資料
茶の歴史と現状茶の効能と利用茶の農薬と栽培技術

授業演題作物全般水稲の育苗管理、本田管理小麦・大豆　他テスト
茶の栽培技術、生理生態、歴史及び生産状況等を学ぶ。



１．科目名 畜産技術センター職員３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 12 13 14 1１．科目名 アグリマネジメント学科職員３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数 回 コマ数 授業演題1 1 9 1 花きの主な病害虫2 1 10 1 果樹の主な病害虫3 1 11 1 雑草防除１4 1 12 1 雑草防除２5 1 13 1 総合防除（ＩＰＭ）１6 1 14 1 総合防除（ＩＰＭ）２7 1 15 1 総合防除（ＩＰＭ）３8 1 野菜の主な病害虫3 16 1 テスト

２．担当教員Ｂ－６　畜産技術

学習方法：講義形式評価方法：出席及び試験「農作物病害虫診断ガイドブック」（静岡県植物防疫協会）※共同購入「ミニ雑草図鑑」（全国農村教育協会）※共同購入教員配付資料

大和牛、大和肉鶏等を含む主要畜産品目について、畜産の種類、歴史と生態、畜産技術、県内の生産状況等を学ぶ。畜産技術等に関する基礎知識の習得。学習方法：講義形式評価方法：出席及び試験教員配付資料 授業演題日本の畜産と畜産物、養豚、たい肥化処理養鶏（採卵鶏・肉用鶏）、家畜の防疫衛生牛の品種および飼育動向、酪農・肉用牛の生産技術飼料作物の生産利用、テストＣ－１　植物保護 ２．担当教員野菜、花き、果樹等の病害、虫害、雑草防除及び鳥獣害対策についての知識を学ぶ。植物保護、病害虫の防除に関する基礎知識の習得。

野菜の主な病害虫１野菜の主な病害虫２
授業演題病害虫防除について病害について病気の診断害虫について鳥獣害対策



１．科目名 アグリマネジメント学科職員３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数 回 コマ数 授業演題1 1 7 1 有機質資材と土づくり2 1 8 1 テスト3 1 9 2 調査断面の作成　<演習>4 1 10 2 ECメーター、pHメーターの使い方　<演習>5 1 11 2 酸度矯正（緩衝能曲線の作成）　<演習>6 1 12 2 リアルタイム診断　<演習>１．科目名 アグリマネジメント学科職員３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 12 13 14 15 16 17 18 1

植物の必須元素

第1～8回　　土壌環境、土壌の性質、養分、肥料、診断法等を学ぶ。第9～12回　調査器具の使用法、土壌の採取、測定法、簡易分析法等を学び、土壌診断結果から施肥設計を行う。土壌診断結果を読み取り、自ら施肥設計を行うことができる。第1～8回　　学習方法：講義形式　　　　　　評価方法：出席及び試験第9～12回　 学習方法：演習形式　　　　　　評価方法：出席及びレポート教員配付資料
２．担当教員

Ｃ－３　農業薬剤 ２．担当教員肥料の種類

C－２　土壌肥料

授業演題土壌のなり立ち、三相分布土性区分、土壌水分ECとpHCECと塩基飽和度
農薬の系統や種類、農薬取締法上の留意点、系統のローテーションや散布法等、適切な使用について基礎を学ぶ。農薬の系統や種類を理解し、適正に使用できる。学習方法：講義形式評価方法：出席及び試験教員配付資料

除草剤・展着剤とその種類・性質適切な使用方法実践的な農薬系統認識テスト

「農薬概説」（日本植物防疫協会） 授業演題農薬と農薬取締法とは作物の登録名殺虫剤とその種類・性質殺菌剤とその種類・性質



１．科目名 大口　善博　(県職員OB)３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 12 13 14 15 16 17 18 1１．科目名 アグリマネジメント学科職員３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 1 種子の発芽　・植物ホルモン　2 1 光合成と呼吸3 1 栄養生理　・開花生理4 1  環境に対する反応（屈性や休眠）テスト①5 1 遺伝の法則ーメンデルの法則ー6 1 育種の原理と育種法7 1 育種の現状について8 1 テスト②

授業演題

Ｃ－５　植物生理と育種園芸作物を栽培するのに必要な植物の基本的な生理機能（発芽、光合成、栄養、花芽分化、ホルモン等）や、遺伝の法則、育種の原理と育種法について学ぶ。植物の生理機能を理解し、生産技術との関係を理解する。食糧生産、高品質生産、周年生産などを支える育種について原理と育種法を理解する。学習方法：講義形式評価方法：出席及び試験教員配付資料
２．担当教員

個々の農業機械と体系的農業機械化・農作業の合理化と農業機械の役割について農業機械の活用と機械のメインテナンスの必要性を理解安全使用に向けた基礎知識の修得。個々の農業機械を学びながら他の作業機との関連、バランスを考えた機械化体系を学ぶ必要があり近代的な農業機械のオペレーター（農業機械士）に必要な学科の習得学習方法：講義形式評価方法：出席及び試験「トラクターの機能と基本操作」（全国農業機械化研修連絡協議会）※共同購入
２．担当教員Ｃ－４　農業機械

作業機装着装置と油圧、耕うん・整地（トラクタの作業機と自動化装置）動力噴霧器収穫調整用作業機　農業機械の点検整備用機器と使用方法農業機械の効率利用、組織的利用、農作業安全と農業機械の安全な取り扱いテスト

授業演題農業機械の基礎（機械要素、原理法則、燃料潤滑油等）について農業機械の構造及び機能と取扱い　点検整備と簡易な修理エンジン、動力伝達装置（クラッチの種類と構造、差動装置とデフロック装置、変速装置等）走行装置、かじ取り装置、制動装置（ブレーキ）、タイヤ



１．科目名 中島　誠　(税理士)３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 12 13 14 15 16 17 18 19 110 111 112 113 114 115 116 1
決算整理・帳簿の締切・繰越消費税について総まとめと練習問題テスト

授業演題農業簿記の概要複式簿記一巡の流れ（Ⅰ）複式簿記一巡の流れ（Ⅱ）複式簿記一巡の流れ（Ⅲ）期中取引の実際例（Ⅰ）期中取引の実際例（Ⅱ）
決算整理・棚卸資産決算整理・減価償却・育成費決算整理・損益の繰延・見越決算整理・決算修正・精算表

「複式農業簿記実践演習帳」（全国農業会議所）

期中取引の実際例（Ⅲ）期中取引の実際例（Ⅳ）

D－１　農業簿記 ２．担当教員複式簿記一巡の流れとともに、実務上の取扱いとの違いを学ぶ。農業経営のための基礎知識と記帳管理方法の習得。学習方法：講義形式評価方法：出席及び試験「農業簿記検定教科書３級」（大原出版）　※共同購入「複式農業簿記実践テキスト」（全国農業会議所）　※共同購入「農業簿記検定問題集３級」（大原出版）　※共同購入



１．科目名 西岡　廉純　(県職員OB)３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 12 13 14 15 1１．科目名 大佛　健一(中小企業診断士)、中島　誠(税理士)３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 12 13 14 15 1 まとめテスト

Ｄ－２　農業経営ビジョンⅠ ２．担当教員県内の園芸経営と流通の実態・特徴・課題や、農業経営に関する基礎的・基本的な知識と技術について学ぶ。県内の農業経営の実態を知るとともに農業経営の考え方を理解し、将来独立自営就農者として、認定や資金調達に必要な経営計画を作成する知識や実践力を身につける。学習方法：講義形式評価方法：出席及び試験教員配付資料

農業経営に関する基礎的・基本的な知識と技術について学ぶ。農業経営の考え方を理解し、将来独立自営就農者として、認定や資金調達に必要な経営計画を作成する知識や実践力を身につける。学習方法：講義形式評価方法：出席及び試験

授業演題県内の園芸農業の特徴と農産物流通の実態・課題野菜経営の特徴や経営面からみた各作目果樹経営の特徴や経営面からみた各作目花き経営の特徴や経営面からみた各作目

授業演題農業経営とは農作物の流通とマーケティング農産物の原価計算農業経営の診断と設計

まとめテスト
教員配付資料「農業経営概論」（実教出版株式会社）※共同購入

２．担当教員Ｄ－３　農業経営ビジョンⅡ



１．科目名 駒井健作・山本順子　(パソコン講師)３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 22 23 24 25 26 27 28 2１．科目名 アグリマネジメント学科職員、外部講師３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 12 13 14 15 16 17 18 1

Excel (1) データ入力、計算式、関数、セルの参照Excel (2）役に立つ関数、セルの書式設定

テスト
JGAP管理点と適合基準について（１）

Ｄ－５　GAP（農業生産工程管理）基礎
Excel (3）条件付き書式、グラフ作成Excel (4）作業効率を上げる便利機能とファイル管理・まとめ課題（Word/Excel）

D－４　情報処理Ⅰ ２．担当教員ワープロ文書作成ソフトWord・表計算ソフトExcelの基礎及びファイル管理を学ぶ。

OS(Windows)概要、ファイル管理Word (１)基本操作、文字・記号入力、辞書の利用Word (2)文書作成・編集、書式設定、表挿入Word (3)表作成・編集、画像・図形の挿入

JGAP管理点と適合基準について（２）

授業演題/実習内容
農業経営の実務を補助・効率化する訴求力ある資料や計算シートを作成できる。学習方法：講義形式評価方法：出席及び試験「よくわかるWord2019＆Excel2019＆PowerPoint2019」（ＦＯＭ出版）※共同購入

２．担当教員ＧＡＰの意義、手法、認証について理解し、実際の取り組み方法を学ぶ。
Word (4)はがき作成、名刺作成、差し込み印刷

GAP手法に基づく改善点の抽出（１）GAP手法に基づく改善点の抽出（２）
授業演題ＧＡＰとは何か（取組の背景、目的、動き等）

農業経営者としてＧＡＰを実践するための基礎知識の習得。学習方法：講義、演習形式評価方法：出席及び試験教員配付資料
「基礎ＧＡＰ」について（ＧＡＰ手法のモデル）、NAFICでの取組についてＧＡＰ導入について（手順・導入例）



１．科目名 アグリマネジメント学科職員３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画

１．科目名 吉村　司　(ｅﾅﾚｯｼﾞｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ代表)３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 12 13 14 15 16 17 18 1

作業工程の見直し ・内容を見直し、次の計画へ反映
実行計画の作成 ・現場課題の洗い出し・実行計画の作成GAPに基づいた農業実習 ・作業日誌等の記帳・作業マニュアルの作成実習作業工程の点検 ・学生自身が作成した実習工程管理チェックリストによる点検

D－６　GAP（農業生産工程管理）実践 ２．担当教員

実習方法 内容
実習工程管理チェックリスト等によりGAPに基づいた農業実習の作業工程を点検し、作業マニュアルや記帳等の見直し改善を行いながらＧＡＰの実践方法を学ぶ。ＧＡＰの実践方法を習得する。学習方法：実習、演習形式評価方法：理解習熟度、態度等

農業経営に必須である販売及び販売管理機能を強化するため、マーケティング理論と実践の基礎を習得。学習方法：講義形式、グループ・ディスカッション評価方法：出席、受講態度及び試験・「【図解】大学4年間のマーケティングが10時間でざっと学べる」（KADOKAWA） 2018年3月  阿部 誠 (著)※共同購入「大学4年間のマーケティングが10時間でざっと学べる」（KADOKAWA） 2017年9月 阿部 誠  (著)

２．担当教員E－１　アグリビジネスイノベーションマーケティングによる生産から流通、販売までの実践理論と具体的な事例紹介。

授業演題
ブランドと経験価値マーケティングテスト
オリエンテーション、『マーケティグ』とはマーケティング・コンセプトⅡ『強みと弱みを知る(SWOT分析)』青果流通(プレイス)と価格設定(プライス)デジタル・マーケティングとAI
マーケティング・コンセプトⅠ『STP+4P/4C』消費者購買行動、CRM(『1 to 1マーケティグ』『顧客生涯価値(LTV)』)



１．科目名 アグリマネジメント学科職員３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 月 実習内容

１．科目名 県農林振興事務所職員３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 4 地域特産物の産地事例（北部農林振興事務所管内）2 4 地域特産物の産地事例（中部農林振興事務所管内）3 4 地域特産物の産地事例（東部農林振興事務所管内）4 4 地域特産物の産地事例（南部農林振興事務所管内）

Ｆ－１　川下ニーズ販売実習 ２．担当教員専門実習の一環として、学生自らが生産した農産物を市場出荷、農産物直売所及びイベントにおいて販売する。販売に必要な収穫物の調製、パッキング、ポップ、値決め等の技術を学ぶ。農産物の販売技術を習得し、消費者のニーズを把握するとともに経営感覚及びマーケティング能力を向上。学習方法：実習形式（収穫調製、直売所・イベントでの販売等）評価方法：理解習熟度、態度等
品目4～7月 イチゴトマト、ナスキュウリホウレンソウ他スイカ、メロン切り花、花苗、ウメ　等 収穫、調製、パッキング値決めポップ作成直売所等への搬入、陳列、引き上げ

9～3月 ナス、トマト、キュウリホウレンソウ、イチゴキャベツ、ブロッコリー、カキ、ブドウダイコン、カブ切り花　等
学習方法：講義、現地訪問形式評価方法：出席及びレポート教員配付資料 授業演題

Ｇ－１　地域ブランド農産物 ２．担当教員県農林振興事務所管内の地域特産物の産地事例について学ぶ。地域特産物の産地事例について学び、自らの経営計画作成に活用する。



１．科目名 岡本　彰夫（奈良県立大学　客員教授）中西　康博（奈良県ビジターズビューロー専務理事）馬場　基（奈良文化財研究所平城地区史料研究室長）石橋　輝一（吉野中央木材株式会社専務取締役）井上　さやか（奈良県立万葉文化館指導研究員）五條　永教（金峯山寺　執行長）３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 1 奈良が持つ観光資源や歴史・文化資源2 13 1 神饌と仏供4 1 大和の食5 1 木簡が語る奈良時代の食事6 17 1 万葉集の世界8 1 修験道から考える「食」

２．担当教員G－２　奈良学入門

大和の祭礼
奈良の木の文化

奈良県の歴史・風土・文化を学び、奈良に関する幅広い知識を学ぶ。県内関係者の講話等により、日本人の心の原点に触れる。奈良に対する幅広い知識を習得し、奈良の特徴や良さ、日本の心などを教養として身につける。
授業演題

学習方法：奈良学に関する専門家・知識人による講義評価方法：出席及びレポート講義時に資料を配布講師により、パワーポイントやDVD等を使用



１．科目名 外部講師３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 2 農業経営力強化講座①2 2 農業経営力強化講座②3 2 公開講座(優良事例)4 2 農業経営力強化講座③5 2 農業経営力強化講座④１．科目名 西野慎一（野菜ソムリエ・6次産業化プランナー）辻調理師専門学校職員３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．参考文献８．授業計画 回 コマ数1 22 13 14 25 16 17 28 1

授業演題/実習内容

授業演題/実習内容
Ｈ－２　食材活用ワーキング ２．担当教員
学習方法：グループワーク・実習評価方法：出席点・授業態度・振り返りレポート等必要に応じ資料等を配布

オリジナルメニューの試作
全体振り返り・レシピ作成

趣旨・フレームの伝達／アグリマネジメント学科ほ場見学食材の活用方法の検討（グループワーク）食材を活かした調理方法の検討（グループワーク）食材を活かした調理方法の検討（グループワーク）試食審査会準備（グループワーク）

Ｈ－１　特別講義

オリジナルメニューの調理と試食審査会試食審査会準備（グループワーク）

アグリマネジメント学科、フードクリエイティブ学科両方の学生がそれぞれの知識・技術を持ち寄り、農産物の特徴やそれを活かす調理法について意見交換と調理実習を重ね、オリジナルメニューを開発し、互いに評価する。グループワーキングにおいて、積極的に意見を出し、互いの学科のことを把握する。各グループごとに食材の特長、特性を理解し、適切な品種や部位を使用し、適切な調理手法を選択することができる。各グループのメニューを試食し、プロセスと結果の関連性について理解する。

２．担当教員各界の専門講師を招き、国際的な農業情勢や高度な農業経営について学ぶ。高度専門的な農業技術及び農業経営センスの修得。学習方法：講義形式評価方法：出席及びレポート教員配付資料



※卒業後の進路希望に応じ、Ｈ－３またはＨ－４を選択する。１．科目名３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．授業計画 回 コマ数１－８ 各19 410 411 4 視察研修（大和平野）12 2１．科目名３．授業概要４．到達目標５．学習・　　評価方法６．使用テキスト７．授業計画 回 コマ数1-5 各16 47 48 49 210 111 2 ビジネスマナー講座（就農基礎講座と合同）

Ｈ－４　就職基礎講座 ２．担当教員 花山幸江（キャリアコンサルタント）アグリマネジメント学科職員
授業内容

就職に向けた目標設定から、農業法人や農業関連企業への就職に必要な知識の習得、県内の職場訪問、履歴書の作成等を通じて職業意識を高める。農業に関わる仕事の現場を理解することで卒業後のビジョンを明確にし、就職に対する心構えを持つ。自己ＰＲや志望動機の作成・授業態度等職員配布資料 自己分析・一般教養・履歴書作成職場訪問（県南部）職場訪問（県東部）職場訪問（大和平野）卒業生との意見交換会振り返りと履歴書（エントリーシート）の作成

Ｈ－３　就農基礎講座 ２．担当教員 アグリマネジメント学科職員

視察研修（県南部）視察研修（県東部）ビジネスマナー講座（就職基礎講座と合同）
就農計画の作成、農地の権利取得に係る制度や労務管理について

就農に必要な知識（収支計算や労務管理、農地の権利取得など）を獲得するとともに、新規就農者圃場や先進地視察、就農を支援する機関への訪問を行い、具体的かつ実現可能な経営ビジョンを樹立する。各自の就農計画の作成を通じて、就農後の長期的な経営ビジョンを樹立する。就農計画書・授業態度等職員配布資料 授業内容


